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人口と世帯(平成17年３月１日現在)世帯数 1,754世帯(－３) 男 2,883人(－４) 女3,016人(－１) 計5,899人(－５)
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K A T A S H I N A

花咲で雪灯籠
２月11日から３日間、花咲区長の呼びかけで各家庭の庭先に雪灯籠

を作ってみました。連休に訪れたお客さんも楽しめ、地域の活性化に
もつながる予感もしました。来年の国体開催期間中は村全体が、この
ような「雪起こし」になればと思います。（山崎　高山祐二さん宅）
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４月１日から役場の課が変わります
今までの12課27係から10課28係になります。

課　　名 業　　務　　内　　容

総 務 課

住 民 課

保健福祉課

生活環境課

農林建設課

むらづくり
観 光 課

事 業 課

国体事務局

議会事務局

教育委員会事務局

庶務係

財政係

情報政策係

財産管理係

住民税係

資産税係

住民係

保健係

医療係

福祉係

上水道係

下水道係

環境係

農政係

森林係

土木係

企画係

観光商工係

まちづくり推進係

庶務係

管理係

庶務係

競技係

庶務係

議事係

総務係

学校教育係

社会教育係

財政係 予算決算、地方交付税、村債、指定金融機関

ネットワークシステム業務、情報推進業務

村有財産維持管理、国有地貸付申請、入札指名参加

固定資産税（土地、家屋、償却資産）、特別土地保有税

戸籍、住民基本台帳登録及び交付、印鑑登録、国民年金、公印管理

国民健康保険、老人保健、介護保険、福祉医療

水道維持管理、料金徴収

公共下水道、農業集落排水、合併浄化槽

林業振興、治山治水、狩猟、鳥獣保護及び捕獲

戸倉ダム中止に伴う周辺整備事業

観光施設事業の予算決算、庶務、条例規則の制定改廃、財産管理

観光施設事業の管理運営

受入準備事務、式典、宿泊、バス輸送、国体関係事務

競技会場の整備、管理運営、国体の各競技会

議員、職員、公印文書管理、議会予算決算

議会、委員会、議事日程、議案、請願、陳情

教育委員会、公印文書管理、予算決算

学校管理、奨学資金、教職員、経営指導

社会教育、社会体育、文化財、青少年育成

人事給与、行政改革、区長組長、選挙事務、自衛官募集事務、消防
交通、条例規則の改廃、公印文書管理

村県民税、国民健康保険税（介護保険）、軽自動車税、入湯税、たば
こ税、固定資産評価審査委員会

保健事業全般、予防接種、献血、健康管理センター、寄居山温泉セ
ンター、食生活改善

寄居山及び花の谷公園、公衆トイレ、国民保養温泉地、公害、狂犬
病予防、一般廃棄物、環境及び公衆衛生、共同墓地

農業委員会、農業・畜産・水産業の振興、土地改良事業、農業共済、
農産物流通開発、農業災害

村道、農道、林道、橋梁、河川、用水路、建設車両の管理、村営住
宅、公共土木及び農林業施設の災害、村道除雪

総合計画、地域づくり、過疎計画、山振計画、大規模土地開発、景
観計画、統計、広報、生活バス路線維持対策

観光振興、自然環境保全、商工業の振興、工場誘致、 労働政策、
消費者行政

児童福祉、母（父）子福祉、寡婦福祉、障害者福祉、高齢者福祉、
保育所、児童館、老人憩いの家、敬老バス割引券、民生
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今
年
度
か
ら
始
め
た
「
小
さ
な
自

治
」。聞

き
慣
れ
な
い
言
葉
に
と
ま
ど
い

な
が
ら
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
で
新

し
い
取
り
組
み
が
始
ま
り
ま
し
た
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
し
た
地

区
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た

地
区
、
す
で
に
実
践
活
動
を
始
め
た

地
区
。

「
小
さ
な
自
治
」
は
、
地
域
の
こ

と
は
地
域
住
民
自
ら
が
解
決
す
る
と

い
う
住
民
自
治
の
基
本
に
た
っ
た
新

し
い
試
み
で
す
。

各
地
区
で
行
わ
れ
て
い
る
活
動
状

況
に
つ
い
て
、
お
互
い
に
発
表
し
合

い
、
お
互
い
に
学
び
合
う
こ
と
を
目

標
に
、
次
の
と
お
り
、
活
動
報
告
会

を
開
催
し
ま
す
。

○
日
時

三
月
二
十
九
日
（
火
）
午
後
二
時

○
場
所

片
品
村
役
場
二
階
農
林
研
修
室

○
内
容

・
各
区
の
活
動
状
況
の
発
表

（
む
ら
づ
く
り
観
光
課
）

平
成
十
六
年
度
「
全
国
林
業
経
営

推
奨
行
事
」
と
は
、
森
林
所
有
者
並

び
に
林
業
生
産
を
行
う
集
団
の
林
業

技
術
及
び
経
営
に
対
す
る
改
善
意
欲

を
高
め
、
林
業
所
得
の
安
定
的
向
上

を
通
じ
て
林
業
の
近
代
化
・
産
業
的

発
展
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

（
社
）
全
国
林
業
改
良
普
及
協
会
と

「
小
さ
な
自
治
」
活
動
報
告
会
を

開
催
し
ま
す

（
社
）
大
日
本
山
林
会
が
主
催
し
た

も
の
で
、
こ
の
度
、
須
藤
金
次
郎
氏

が
、
長
年
の
炭
焼
き
の
技
術
や
研
究

が
高
く
評
価
さ
れ
、「
林
野
庁
長
官

賞
」
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
須
藤
氏

は
こ
れ
ま
で
も
「
森
の
名
手
・
名
人

一
〇
〇
人
」「
加
工
部
門
」（
炭
焼
き
・

炭
窯
づ
く
り
）
で
認
定
を
受
け
る
等

幅
広
い
活
躍
を
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
益
々
の
ご
活
躍
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

群
馬
県
議
会
県
土
整
備
常
任
委
員

会
の
皆
様
が
二
月
八
日
（
火
）
片
品

村
に
来
村
を
し
ま
し
た
。

こ
の
来
村
は
、
県
議
会
か
ら
委
員

長
の
松
本
耕
司
さ
ん
、
地
元
の
星
野

寛
県
議
を
始
め
、
九
名
の
議
員
さ
ん

と
、
群
馬
県
か
ら
、
県
土
整
備
局
の

川
西
理
事
、
室
田
道
路
企
画
管
理
課

長
、
吉
川
道
路
整
備
課
長
、
藤
井
沼

田
土
木
事
務
所
長
さ
ん
等
の
皆
様
が

鎌
田
で
工
事
を
行
っ
て
い
る
、
国
道

１
２
０
号
雪
寒
対
策
事
業
の
無
散
水

消
雪
施
設
工
事
と
東
小
川
で
工
事
を

行
っ
て
い
る
・
ス
ノ
ー
シ
ェ
ッ
ド
工

事
の
県
内
調
査
の
た
め
に
来
村
を
し

た
も
の
で
す
。

こ
の
工
事
は
、
冬
期
間
の
路
面
凍

結
を
防
止
す
る
施
設
と
、
冬
期
間
及

び
春
先
の
雪
崩
を
防
止
し
、
交
通
の

安
全
を
確
保
す
る
も
の
で
、
現
在
沼

田
土
木
事
務
所
鎌
田
事
業
所
で
実
施

を
し
て
く
れ
て
お
り
豪
雪
地
の
片
品

村
に
と
っ
て
は
必
要
不
可
欠
の
大
切

な
施
設
で
あ
り
ま
す
。

当
日
は
、
降
り
し
き
る
雪
の
中
、

藤
井
沼
田
土
木
事
務
所
長
、
鎌
田
事

業
所
の
福
田
所
長
さ
ん
の
説
明
を
熱

心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

村
か
ら
は
村
長
が
出
席
を
し
歓
迎

の
挨
拶
の
後
、
女
子
職
員
の
作
っ
て

く
れ
た
甘
酒
、
お
や
き
を
喜
ん
で
食

べ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
日
は

全
国
高
等
学
校
ス
キ
ー
大
会
も
片
品

村
で
開
催
さ
れ
て
い
て
、
雪
国
の
厳

し
い
生
活
、
又
、
雪
を
利
用
し
た
生

活
状
況
等
を
理
解
し
て
い
た
だ
き
、

有
意
義
な
視
察
調
査
が
出
来
、
今
後

の
事
業
の
推
進
が
図
ら
れ
る
も
の
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
大
変
ご
苦
労
様

で
し
た
。

今
後
の
活
躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。

群
馬
県
議
会
議
員
の
皆

様
が
冬
の
片
品
村
に
訪

れ
ま
し
た

須
藤
金
次
郎
さ
ん
（
東
小
川
）

が
平
成
十
六
年
度
全
国
林

業
経
営
推
奨
行
事
「
林
野

庁
長
官
賞
」
を
受
賞
さ
れ

ま
し
た
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昭
和
二
十
年
八
月
終
戦
を
む
か

え
、
荒
廃
し
た
国
土
に
国
策
と
し
て

杉
や
唐
松
を
植
え
て
き
ま
し
た
。

当
時
は
ま
だ
木
材
が
貴
重
で
、
燃

料
、
建
築
材
と
し
て
使
用
で
き
る
杉

を
、
雑
木
林
を
切
り
開
き
、
杉
林
に

変
え
て
ゆ
き
ま
し
た
。

人
間
が
手
を
加
え
た
林
は
、
人
間

が
手
入
れ
を
し
な
い
と
林
は
死
ん
で

し
ま
い
ま
す
。
そ
の
後
木
材
の
価
値

は
ど
ん
ど
ん
下
が
っ
て
、
手
入
れ
を

す
る
だ
け
の
手
間
賃
が
出
ず
、
林
は

ほ
っ
た
ら
か
し
で
、
今
そ
の
花
粉
で

大
勢
の
人
た
ち
が
涙
を
流
し
て
い
ま

す
。当

時
は
ほ
ん
と
に
良
か
れ
と
思
っ

て
し
た
こ
と
で
す
。

村
で
も
当
時
は
良
か
れ
と
思
っ
て

し
た
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

観
光
施
設
、
体
験
施
設
、
休
養
施

設
等
々
。
社
会
情
勢
の
変
化
に
よ
り
、

今
そ
の
施
設
を
ど
ん
な
方
法
で
管
理

す
る
か
。
ど
ん
な
方
法
で
活
用
す
る

か
。
今
の
時
代
に
課
せ
ら
れ
た
大
き

な
課
題
で
す
。

良
か
れ
と
思
っ
て
し
た
こ
と
が

１区ワークショップ

林野庁長官と一緒に

散水消雪施設を見学



こ
の
悔
し
さ
を
バ
ネ
に
ま
た
頑
張
り

ま
す
。

【
開
会
式
司
会
　
星
野
　
菜
穂
】

無
事
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
て
良

か
っ
た
で
す
。
人
生
初
の
大
舞
台
で

し
た
が
、
楽
し
く
行
う
こ
と
が
で
き
、

と
て
も
良
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

【
ジ
ャ
ン
プ
競
技
役
員
　
萩
原
　
誠
】

片
品
村
の
中
に
競
技
経
験
者
が
い

な
い
た
め
、
私
が
ジ
ャ
ン
プ
台
係
長

と
し
て
務
め
ま
し
た
が
、
私
の
経
験

も
浅
く
、
全
国
大
会
を
行
う
台
作
り

を
経
験
し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
た

め
、
手
探
り
で
作
業
を
進
め
ま
し
た
。

大
雪
の
影
響
も
あ
り
苦
労
の
連
続
で

し
た
が
、
地
元
役
員
や
高
体
連
、
自

衛
隊
の
方
々
に
協
力
し
て
い
た
だ

き
、
無
事
ジ
ャ
ン
プ
競
技
を
終
え
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

（
こ
れ
で
片
品
の
選
手
が
い
た
ら
な

〜
。）最
後
に
そ
ん
な
声
が
聞
こ
え
て

き
ま
し
た
。

【
婦
人
会
　
笠
原
　
春
美
】

三
競
技
会
場
で
選
手
や
役
員
、
自

衛
隊
に
片
品
特
産
の
舞
茸
汁
を
ふ
る

ま
い
ま
し
た
。
そ
し
て
か
わ
い
い
選

手
達
の
親
代
わ
り
と
な
り
、
激
励
し

ま
し
た
。
特
産
の
舞
茸
と
ブ
ナ
シ
メ

ジ
を
使
っ
た
舞
茸
汁
が
皆
さ
ん
に
喜

ん
で
頂
け
て
、
婦
人
会
も
楽
し
く
大

会
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

【
や
ま
ど
ん
　
山
崎
　
直
康
】

こ
の
大
会
で
の
一
番
の
盛
り
上
げ

役
は
自
然
の
恵
み
で
あ
る
雪
で
し
た
。

十
二
月
は
降
雪
が
な
く
、
県
内
選
手

の
合
宿
が
で
き
な
い
状
況
で
し
た
が

大
会
準
備
に
合
わ
せ
る
よ
う
に
降
雪

が
あ
り
、
そ
の
お
か
げ
で
大
会
を
成

功
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま

た
、
宿
泊
施
設
関
係
者
も
一
体
と
な

っ
て
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
参
加
す
る

一
役
員
と
い
う
意
識
で
取
り
組
み
ま

し
た
。
来
年
も
国
体
を
控
え
て
い
ま

す
が
、
村
民
み
ん
な
で
歓
迎
し
、
全

国
か
ら
集
ま
る
方
々
が
参
加
し
や
す

い
環
境
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

※
後
記
…
年
末
は
雪
不
足
、
年
明
け

か
ら
は
記
録
的
な
大
雪
で
、
各
予
選

会
等
の
開
催
が
心
配
さ
れ
ま
し
た

が
、
大
会
役
員
皆
様
の
連
日
に
よ
る

雪
出
、
除
雪
作
業
の
お
陰
で
無
事
本

大
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
期
間
中
は
皆
様
の
ご
協
力
を
い

た
だ
き
、
ス
ム
ー
ス
な
大
会
運
営
が

で
き
ま
し
た
こ
と
を
こ
の
場
を
借
り

て
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。
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な
い
言
葉
に
気
を
つ
け
た
い
。」

「
子
ど
も
の
気
持
ち
を
く
ん
で
や

る
親
に
な
り
た
い
。」
な
ど
の
感

想
が
で
ま
し
た
。

・
子
ど
も
よ
り
先
に
親
が
結
論
を
出

さ
な
い
こ
と
が
大
切

参
加
者
の
感
想
を
紹
介
し
ま
す
。

・
今
回
三
回
目
で
す
が
、
何
度
聞
い

て
も
明
日
か
ら
頑
張
ろ
う
と
い
激

励
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

・
心
あ
た
り
が
あ
る
場
面
が
た
く
さ

ん
あ
り
、
胸
が
痛
く
な
り
ま
し
た
。

何
度
も
子
ど
も
の
顔
が
浮
か
ん
で

来
ま
し
た
。

図書室だよ
り�

「沖縄には独自の言葉があります。「なん
くるない」もそのひとつ。なんとかなるさ、
だいじょぶと言う意味のようですが、「どう
しよう、もうダメだ・・・」と思ったとき、
沖縄の風が、太陽が、そして沖縄の持つ深い
何かが「なんくるないさぁ～」と言ってくれ
る。吉本ばななの文章とともに自分の心を解
きほぐす感覚になってきます。もうこのタイ
トルだけで引き寄せられる魅力の一冊。ちな
みにプロゴルファーの宮里藍もこの言葉が好
きだと言っていたそうです。

＊火～金曜日午後1時̃5時開室
＊■はお休みです。

図書室カレンダー
『 なんくるない 』 よしもとばなな 著

雪が少ない時も多い時も大変だった

公式記録印刷作業（激励する村長） 笑顔と温もりのふるまい 競技中も作業ご苦労さまでした

読んでみませんか

日 月 火 水 木 金 土
4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30

2 3 4 5 6 7

４
３

５
１

第
五
十
四
回
全
国
高
等
学
校
ス
キ

ー
大
会
が
二
月
五
日
〜
九
日
ま
で
の

五
日
間
、
片
品
村
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
参
加
し
た
選
手
の
成
績
と
協
力

頂
い
た
役
員
や
宿
舎
の
方
の
感
想
を

紹
介
し
ま
す
。

成
績
結
果

﹇
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
﹈

女
子
ク
ラ
シ
カ
ル

三
二
位

笠
原
　
千
裕（
沼
女
）

五
〇
位

星
野
真
里
恵（
沼
女
）

一
〇
〇
位

高
橋
　
理
紗（
沼
女
）

男
子
ク
ラ
シ
カ
ル

二
一
位

萩
原
　
和
樹（
尾
瀬
）

八
五
位

星
野
　
竜
一（
尾
瀬
）

九
七
位

星
野
　
浩
章（
沼
高
）

一
一
六
位

星
野
　
文
啓（
尾
瀬
）

女
子
フ
リ
ー

三
四
位

星
野
真
里
恵（
沼
女
）

四
九
位

笠
原
　
千
裕（
沼
女
）

男
子
フ
リ
ー

一
四
位

萩
原
　
和
樹（
尾
瀬
）

六
七
位

星
野
　
浩
章（
沼
高
）

一
〇
四
位

星
野
　
文
啓（
尾
瀬
）

一
一
三
位

星
野
　
隆
一（
尾
瀬
）

女
子
リ
レ
ー

一
九
位

沼
田
女
子
高
校

（
笠
原
千
裕
・
星
野
真
里
恵
・

高
橋
理
紗
）

男
子
リ
レ
ー

三
〇
位

尾
瀬
高
校

（
星
野
竜
一
・
萩
原
和
樹
・

星
野
文
啓
・
星
野
隆
一
）

﹇
ア
ル
ペ
ン
﹈

女
子
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム

二
位

桑
原
由
布
子（
沼
女
）

男
子
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム

Ｄ
Ｆ

山
崎
　
翔
太（
尾
瀬
）

女
子
ス
ラ
ロ
ー
ム

九
位

萩
原
　
南

（
沼
女
）

Ｄ
Ｆ

桑
原
由
布
子（
沼
女
）

【
ア
ル
ペ
ン
選
手
　
桑
原
由
布
子
】

夏
の
陸
上
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
か
ら
自

分
な
り
に
一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
き

て
、
全
国
大
会
で
二
位
に
入
賞
で
き

て
自
分
で
も
驚
い
た
し
、
と
て
も
嬉

し
か
っ
た
で
す
。
次
は
全
国
大
会
で

優
勝
で
き
る
よ
う
に
こ
れ
か
ら
も
努

力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
ア
ル
ペ
ン
選
手
　
萩
原
　
　
南
】

怪
我
や
体
調
不
良
で
思
う
よ
う
に

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
き
な
か
っ
た
け

ど
、
ビ
デ
オ
を
見
た
り
研
究
し
た
の

が
良
か
っ
た
と
思
う
。
焦
ら
ず
に
基

本
練
習
か
ら
じ
っ
く
り
取
り
組
め

て
、
今
ま
で
諦
め
ず
に
一
生
懸
命
頑

張
っ
て
き
た
結
果
が
九
位
入
賞
な
の

で
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

【
ク
ロ
カ
ン
選
手
　
萩
原
　
和
樹
】

夏
の
練
習
で
持
久
力
が
つ
い
た
と

実
感
し
て
い
ま
す
。
そ
の
自
分
の
力

を
出
し
切
っ
た
結
果
、
一
四
位
と
い

う
成
績
が
出
せ
て
良
か
っ
た
で
す
。

で
も
、
あ
と
十
一
秒
で
入
賞
を
逃
し

て
し
ま
い
、
と
て
も
悔
し
い
で
す
。
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ニ
ュ
ー
ス�

ニ
ュ
ー
ス�

国
体
事
務
局

�������������������������������������������������

来
年
度
片
品
中
学
校
新
入
生
の
保

護
者
を
対
象
と
し
、
思
春
期
子
育
て

講
座
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
講
座

は
、
同
じ
年
齢
の
子
ど
も
を
も
つ
保

護
者
が
一
同
に
会
す
る
機
会
に
子
育

て
に
関
す
る
講
演
等
を
実
施
す
る
も

の
で
す
。
今
回
は
、
一
昨
年
に
来
て

い
た
だ
い
た
臨
床
心
理
士
の
加
藤
昌

弘
先
生
に
「
思
春
期
の
子
ど
も
の
心

理
と
親
と
し
て
の
接
し
方
－
臨
床
心

理
士
の
立
場
か
ら
－
」
と
題
し
て
講

演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
講
演
の

概
略
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

・
分
か
っ
て
も
ら
っ
た
体
験
の
大
切

さ
・
思
春
期
と
い
う
時
代
は
、
自
分
と

は
何
な
の
だ
ろ
う
と
い
う
問
い
と

戦
う
時
期
で
あ
り
、
本
人
に
気
付

か
れ
な
い
よ
う
に
い
ろ
い
ろ
な
手

だ
て
を
し
て
い
く
こ
と
が
大
切

・
受
講
者
か
ら
、「
言
っ
て
は
い
け

思
春
期
子
育
て
講
座
　
　

二
月
十
七
日

第
五
十
四
回
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

ス
キ
ー
大
会
参
加
者
の
紹
介

大会最終日になってようやく２月らしい天候になった（女子リレーのスタート前）
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準
優
勝

星
野
　
李
奈
（
片
小
）

第
三
位

萩
原
　
令
名
（
片
小
）

第
四
位

今
泉
　
加
奈
（
南
小
）

第
六
位

桑
原
　
実
里
（
片
小
）

第
七
位

笠
原
　
聡
美
（
片
小
）

大
回
転
男
子

第
八
位

戸
丸
　
優
太
（
南
小
）

距
離
女
子

第
三
位

小
須
田
菜
緒
（
片
小
）

第
四
位

入
澤
　
美
有
（
片
小
）

第
五
位

山
崎
　
未
彩
（
片
小
）

第
六
位

小
須
田
　
梓
（
片
小
）

第
七
位

山
崎
　
　
薫
（
片
小
）

第
八
位

高
山
　
佑
実
（
北
小
）

第
十
位

桑
原
み
ず
き
（
武
尊
根
小
）

距
離
男
子

第
四
位

星
野
　
達
彦
（
片
小
）

第
六
位

宮
田
　
裕
樹
（
南
小
）

第
十
位

星
野
　
　
潤
（
片
小
）

距
離
リ
レ
ー
女
子

優
　
勝

片
品
Ａ
チ
ー
ム

小
須
田
菜
緒
　

山
崎
　
未
彩
　

宮
崎
こ
の
み

距
離
リ
レ
ー
男
子

第
三
位

片
品
Ａ
チ
ー
ム

星
野
　
達
彦

星
野
　
洋
人

星
野
　
　
潤

飯
塚
　
　
将

準
優
勝

桑
原
み
ず
き
（
武
尊
根
小
）

第
三
位

堀
内
　
菜
央
（
北
小
）

第
五
位

大
竹
　
千
尋
（
片
小
）

第
五
位

羽
田
芽
ぐ
み
（
北
小
）

距
離
男
子
五
年
生
の
部

第
三
位

飯
塚
　
　
将
（
武
尊
根
小
）

第
六
位

西
塔
　
　
廉
（
片
小
）

大
回
転
女
子
六
年
生
の
部

優
　
勝

萩
原
　
令
名
（
片
小
）

準
優
勝

今
泉
　
加
奈
（
南
小
）

第
三
位

桑
原
　
実
里
（
片
小
）

大
回
転
男
子
六
年
生
の
部

優
　
勝

今
泉
　
拓
也
（
南
小
）

第
五
位

星
野
　
利
彰
（
南
小
）

第
六
位

笠
原
　
圭
太
（
片
小
）

距
離
女
子
六
年
生
の
部

準
優
勝

小
須
田
菜
緒
（
片
小
）

第
三
位

山
崎
　
未
彩
（
片
小
）

第
五
位

高
山
　
佑
実
（
北
小
）

距
離
男
子
六
年
生
の
部

第
四
位

星
野
　
達
彦
（
片
小
）

★
ス
ポ
少
大
会
入
賞
者
（
十
位
ま
で
）

大
回
転
女
子

優
　
勝

星
野
　
　
梓
（
南
小
）

ニ
ュ
ー
ス�

ニ
ュ
ー
ス�

三
月
二
十
六
・
二
十
七
日
奈
良
県

で
開
催
さ
れ
る
平
成
十
六
年
度
全
国

高
等
学
校
選
抜
卓
球
大
会
に
吾
妻
高

校
メ
ン
バ
ー
と
し
て
片
品
中
出
身
の

青
木
唯
さ
ん
（
須
賀
川
）
が
出
場
し

ま
す
。

昨
年
十
二
月
に
行
わ
れ
た
関
東
選

抜
大
会
で
六
位
入
賞
を
果
た
し
、
吾

妻
高
校
と
し
て
は
三
年
連
続
出
場
に

な
り
ま
す
。
本
人
は
「
県
、
関
東
大

会
で
は
三
番
手
で
使
っ
て
も
ら
い
、

ラ
ケ
ッ
ト
が
持
て
な
い
く
ら
い
緊
張

し
ま
し
た
。
全
国
で
は
チ
ー
ム
一
丸

で
予
選
突
破
し
て
チ
ー
ム
の
目
標
で

あ
る
全
国
八
強
を
目
指
し
て
頑
張
り

た
い
で
す
。」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し

た
。

ご
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

昨
年
の
成
績
（
団
体
）

・
県
大
会
　
優
勝
（
七
連
覇
）

・
関
東
選
抜
大
会
　
六
位

青
木
唯
さ
ん
全
国
高
校
選
抜
卓
球
大
会
へ

悪天候でも元気な越本児童

★少年柔道教室生徒募集★
平成17年度の教室生を募集します！ 新小学１年生から中学生まで、柔道をとお

して護身と体力づくりをしてみませんか。スポーツ少年団にも登録済です。

アテネオリンピックでの日本柔道選手活躍の陰で片品中学校の柔道部員も中体連では

大活躍をしました。中学生柔道部も夜の柔道教室に自主参加して、練習の合間に小

学生の指導にも協力してくれています。

練習日 毎週　水・土曜日の午後７時30分～（まず見学・体験からどうぞ！）

詳細は、体育協会柔道部（部長　田村哲男　158－4120）までお願いします。
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ス
ノ
ー
ア
ー
ト
コ
ン
テ
ス
ト
が
二

月
四
日
か
ら
二
月
六
日
ま
で
花
の
谷

公
園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
村
内
外

の
グ
ル
ー
プ
企
業
・
団
体
や
学
校
生

徒
合
計
で
二
十
二
体
の
ス
ノ
ー
ア
ー

ト
を
昼
・
夜
を
通
し
て
寒
い
中
製
作

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

会
場
に
は
三
日
間
で
約
５，

０
０

０
人
の
方
に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し

た
。本

年
も
、
村
外
か
ら
の
お
客
様
も

多
く
、
夜
間
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ

た
幻
想
的
な
会
場
で
楽
し
ん
で
い
た

だ
き
ま
し
た
。

二
月
五
日
に
は
、
第
十
回
越
本

御
神
火
祭
が
中
里
広
場
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

会
場
に
は
、
約
１，

４
０
０
人
が

集
ま
り
、
越
本
神
輿
保
存
会
の
会
員

に
混
じ
り
観
光
客
の
方
も
神
輿
を
担

ぎ
回
り
ま
し
た
。

ま
た
尾
瀬
太
鼓
の
演
奏
や
越
本
地

区
児
童
に
よ
る
「
稚
内
ソ
ー
ラ
ン
節
」

で
祭
り
を
更
に
盛
り
上
げ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

関
係
者
の
皆
様
ご
協
力
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

二
月
二
十
七
日
（
日
）
第
二
十
八

回
群
馬
県
小
学
生
総
合
体
育
大
会
ス

キ
ー
競
技
会
が
草
津
町
で
、
三
月
五

日
（
土
）
・
六
日
（
日
）
の
二
日
間

第三
十
四
回
群
馬
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

ス
キ
ー
交
流
大
会
が
水
上
町
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

小
学
生
総
体
に
男
女
合
わ
せ
て
六

十
名
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
ス
キ
ー
交

流
大
会
に
男
女
合
わ
せ
て
三
十
一
名

の
選
手
が
参
加
し
ま
し
た
。
選
手
、

役
員
、
コ
ー
チ
の
皆
様
大
変
ご
苦
労

さ
ま
で
し
た
。

★
小
学
生
総
体
入
賞
者
（
六
位
ま
で
）

大
回
転
女
子
四
年
生
の
部

優
　
勝

今
泉
　
友
里
（
南
小
）

第
五
位

星
野
今
日
子
（
南
小
）

大
回
転
男
子
四
年
生
の
部

第
三
位

片
山
　
一
希
（
片
小
）

距
離
女
子
四
年
生
の
部

優
　
勝

小
須
田
　
梓
（
片
小
）

準
優
勝

入
澤
　
美
有
（
片
小
）

第
四
位

笠
原
智
絵
美
（
片
小
）

第
五
位

星
野
　
悠
希
（
片
小
）

距
離
男
子
四
年
生
の
部

優
　
勝

横
坂
　
亮
太
（
片
小
）

準
優
勝

星
野
　
巨
人
（
片
小
）

第
五
位

星
野
　
翔
一
（
片
小
）

第
六
位

川
口
　
侑
作
（
南
小
）

大
回
転
女
子
五
年
生
の
部

優
　
勝

星
野
　
李
奈
（
片
小
）

第
三
位

星
野
　
愛
生
（
片
小
）

第
四
位

笠
原
　
聡
美
（
片
小
）

第
六
位

梅
澤
　
　
萌
（
北
小
）

大
回
転
男
子
五
年
生
の
部

第
三
位

萩
原
　
健
一
（
北
小
）

第
五
位

横
坂
　
隆
弥
（
片
小
）

距
離
女
子
五
年
生
の
部

優
　
勝

山
崎
　
　
薫
（
片
小
）

か
た
し
な
冬
ま
つ
り
２
０
０
５

第
二
十
八
回
群
馬
県
小
学
生
総
合

体
育
大
会
ス
キ
ー
競
技
会

第
三
十
四
回
群
馬
県
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
ス
キ
ー
交
流
大
会

ニ
ュ
ー
ス�

ニ
ュ
ー
ス�

’

’

グループ企業で作成した五大幸福ダルマ

お客さんも仲間に入って、ワッショイ

大リーグ安打記録を作ったイチロー

平
成
十
七
年
四
月
か
ら
平
成
十
八

年
三
月
ま
で
の
国
民
年
金
保
険
料
は

月
額
一
三
、
五
八
〇
円
で
す
。

平
成
十
七
年
度
分
の
国
民
年
金
保

険
料
納
付
書
は
、
四
月
初
め
に
、「
国

民
年
金
保
険
料
納
付
案
内
書
」
に
つ

け
て
社
会
保
険
庁
か
ら
送
付
さ
れ
ま

す
。国

民
年
金
に
は
、
一
括
し
て
保
険

料
を
納
め
る
と
割
引
さ
れ
る
「
前
納

制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

一
年
分
の
保
険
料
を
前
納
し
た
場
合

は
二
、
八
九
〇
円
、
半
年
分
の
保
険

料
を
前
納
し
た
場
合
は
六
六
〇
円
が
、

同
じ
月
数
の
保
険
料
を
毎
月
納
め
た

場
合
と
比
べ
て
割
引
さ
れ
ま
す
。

前
納
を
希
望
さ
れ
る
方
は
「
国
民

年
金
保
険
料
納
付
案
内
書
」
に
つ
い

て
い
る
前
納
納
付
書
に
現
金
を
添
え

て
、
納
付
書
の
使
用
期
限
ま
で
に
納

め
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
保
険
料
を
前
納
し
た
期
間

中
に
、
会
社
に
勤
め
る
な
ど
国
民
年

金
の
保
険
料
納
付
の
必
要
が
な
く
な

っ
た
場
合
に
は
、
そ
れ
以
降
の
期
間

の
保
険
料
は
還
付
さ
れ
ま
す
。

く
わ
し
く
は
社
会
保
険
事
務
所
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
保
険
料
の

お
知
ら
せ
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Key words: キーワード：
graduation卒業　somber陰気な　clap拍手する　involve含む　applause拍手喝采
cheer歓呼　graduate (n.)卒業生　cap and gown(大学の)式服　success成功

We've reached the end of another school year. 
進学の時期になりました。
That means it's time for graduation! 
卒業の季節です！

The first time I attended a graduation ceremony in Japan, I was
surprised by how quiet the room was. 
初めて日本の卒業式に出席した時にはその静けさにとても驚きました。
Everyone was very somber, and no one clapped at all until the
very end. 
皆厳粛にしていて、式の間中拍手をする人など誰もいません。
American graduation ceremonies usually involve a lot of applause
and cheering. 
アメリカの卒業式はたくさんの拍手と喝采にあふれています。
Sometimes, if graduates are wearing the traditional cap and
gown, they will throw their caps into the air at the end of the
ceremony because they are so excited to be finished with school.
卒業生が伝統的な式服を着ていれば、帽子を空高く投げ上げる姿を見ら
れます。学校生活の終わりでとても興奮しているからです。
I used to think Japanese students weren't excited about
graduating. 
日本の学生達は卒業することに別段興奮しないものだと思っていまし
た。
Now, I realize they may feel sad about leaving their friends and
teachers.
友達や先生と別れることが悲しいのだと今は分かります。
To all the students who are graduating this year, I wish you great
success and happiness!
今年卒業するすべての学生達に大いなる成功と幸福がありますように！

Graduation 卒業☆生涯学習講座関係

・「古文書を読む会」

☆青少推、子育連関係

・青少推会議

・子育連総会

☆社会体育関係

・体育協会総会

☆文化協会関係

・文化協会総会

☆婦人会関係

・婦人会総会

☆学校関係

・始業式、入学式

・離退任式

◇片小

・授業参観、ＰＴＡ総会、

ＰＴＡ歓送迎会

◇北小

・ＰＴＡ歓送迎会

◇南小

・授業参観、ＰＴＡ総会、

ＰＴＡ歓送迎会

◇片中

・環境奉仕日

☆社会教育全般

・社会教育委員会議

・文化財調査員会議

下旬

下旬

下旬

未定

下旬

中～下旬

７日

15日

未定

未定

未定

未定

下旬

下旬

４月

生涯学習予定表�生涯学習予定表�

※予定が変更される場もありますの
で、予め御了承ください。
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広
報
文
芸
片
品
村
俳
句
作
家
協
会

平
成
十
七
年
二
月
俳
句
会

鎌
田
　
　
　
吉
野
　
道
子

都
都
逸
を
偲
び
翁
逝
く
春
残
し

湯
の
宿
や
襖
絵
に
あ
る
寒
牡
丹

鎌
田
　
　
　
星
野
　
光
子

急
逝
の
人
悼
み
を
り
春
の
雪

三
日
三
夜
雪
降
り
続
く
怖
さ
か
な

摺
渕
　
　
　
木
村
　
佳
江

訃
報
入
る
句
友
偲
ぶ
や
春
の
星

雪
掘
れ
ば
軒
に
列
な
す
芽
水
仙

鎌
田
　
　
　
星
野
　
芳
江

淡
雪
の
よ
う
に
消
え
ゆ
く
句
友
か
な

炭
焼
き
の
老
い
て
悔
な
き
笑
顔
か
な

栃
久
保
　
　
戸
丸
　
好
夫

春
待
て
ず
永
遠
の
旅
路
を
惜
し
み
け
り

雪
降
ろ
し
み
ぢ
ろ
ぐ
足
を
ふ
み
し
め
て

須
賀
川
　
　
大
竹
　
久
代

生
か
さ
れ
て
八
十
九
歳
友
逝
け
り

お
守
り
も
持
た
せ
受
験
子
送
り
出
す

鎌
田
　
　
　
寺
岡
　
貞
子

雪
降
る
日
句
友
の
翁
逝
く
と
き
く

雪
だ
る
ま
運
を
ま
か
さ
れ
空
睨
む

鎌
田
　
　
　
福
田
二
三
四

雪
の
日
に
再
会
果
て
ず
句
友
逝
く

被
災
地
に
追
い
打
ち
か
け
る
今
日
も
雪

越
本
　
　
　
笠
原
　
芳
堂

俳
友
の
逝
き
て
寂
し
き
今
朝
の
寒

野
天
風
呂
湯
気
に
ゆ
れ
て
る
寒
椿

鎌
田
　
　
　
木
内
　
山
水

君
逝
く
や
尾
瀬
の
山
な
み
荒
れ
に
け
り

な
つ
か
し
や
友
の
唄
聞
く
年
忘
れ

鎌
田
　
　
　
渡
辺
　
和
昭

逝
く
春
や
友
の
都
都
逸
偲
ば
る
る

蚕
の
神
の
戻
り
し
社
や
笛
太
鼓

鎌
田
　
　
　
星
野
　
歌
子

賽
銭
の
音
の
乾
き
や
初
詣

節
分
の
豆
を
座
敷
の
闇
に
踏
む

築
地
　
　
　
千
明
お
さ
む

あ
る
か
無
き
風
に
遊
ぶ
や
雪
の
花

子
の
部
屋
に
立
ち
入
り
禁
止
底
冷
え
す

鎌
田
　
　
　
星
野
ト
ミ
エ

看
護
師
の
や
さ
し
き
笑
顔
窓
の
雪

日
日
か
よ
う
母
の
介
護
や
今
朝
の
雪

花
咲
　
　
　
星
野
　
百
姓

雪
積
み
し
と
な
り
の
家
の
見
え
か
く
れ

眠
る
山
照
ら
し
て
入
日
静
か
な
り

摺
渕
　
　
　
千
明
　
新
芽

星
一
つ
流
れ
冬
空
煌
め
け
り

天
に
蓋
さ
れ
し
が
如
く
雪
の
国

◇
横
坂
末
吉
さ
ん
追
悼
句
会
◇

◇
鎌
田
の
横
坂
末
吉
さ
ん
が
急
逝
さ

れ
ま
し
た
。
心
よ
り
御
冥
福
を
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す

片
品
村
俳
句
作
家
協
会
　
会
員
一
同
◇
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三
浦
さ
ん
は
、
高
校
卒
業
後
、
片

品
村
森
林
組
合
に
勤
務
後
独
立
。

幡
谷
地
区
の
あ
る
第
二
区
は
人
口

が
少
な
く
、
早
く
役
が
回
っ
て
く
る

が
、
役
で
な
く
て
も
地
区
行
事
に
は

積
極
的
に
参
加
し
て
き
た
。

な
か
で
も
武
小
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

は
、
独
身
時
代
か
ら
関
わ
っ
て
き
た
。

子
ど
も
達
が
ス
キ
ー
大
会
に
参
加
す

る
時
は
泊
ま
り
が
け
で
付
き
添
い
、

ス
キ
ー
整
備
や
身
の
回
り
の
世
話
ま

で
行
っ
た
。

県
内
外
の
ス
キ
ー
大
会
に
引
率
す

る
う
ち
に
、
ス
キ
ー
チ
ュ
ー
ン
ア
ッ

プ
の
色
々
な
ア
イ
デ
ア
が
浮
か
ん
で

き
た
。
板
を
よ
り
滑
る
よ
う
に
す
る

に
は
ど
う
し
た
ら
良
い
か
、
そ
れ
も

低
予
算
で
。
と
考
え
て
制
作
し
た
の

が
「
ワ
ッ
ク
ス
ホ
ッ
ト
パ
ッ
ク
」。

こ
の
機
械
は
レ
ー
ス
ス
キ
ー
（
ゲ
レ

ン
デ
ス
キ
ー
も
）
の
最
終
仕
上
げ
前

の
状
態
を
一
日
で
作
る
も
の
で
、
滑

走
面
に
専
用
ワ
ッ
ク
ス
を
ミ
ク
ロ
の

単
位
で
染
み
こ
ま
せ
る
と
い
う
。

利
用
者
の
明
大
ス
キ
ー
部
Ｏ
Ｂ
に

聞
け
ば
「
驚
く
ほ
ど
早
い
。
レ
ー
ス

に
す
ぐ
出
ら
れ
る
。」
と
の
こ
と
。

本
人
曰
く
、「
県
内
の
雪
な
ら
ば

ワ
ッ
ク
ス
メ
ー
カ
ー
の
サ
ー
ビ
ス
マ

ン
に
も
負
け
な
い
」。「
今
後
は
メ
ー

カ
ー
よ
り
先
に
色
々
な
開
発
を
行
い

た
い
」
と
い
う
。

今
月
の
匠

「
片
品
村
は
、
群
馬
県
で
一
番
元

気
の
あ
る
村
で
す
。
こ
の
村
の
元
気

を
一
杯
吸
収
し
て
、
元
気
に
充
ち
た

全
国
の
選
手
の
み
な
さ
ん
の
活
躍
、

心
か
ら
期
待
し
ま
す
」
と
内
山
征
洋

県
教
育
長
の
力
強
い
歓
迎
の
挨
拶
。

（
白
銀
の
尾
瀬
の
大
地
に
君
が
翔

ぶ
）
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
第
五
四
回
全

国
高
等
学
校
ス
キ
ー
大
会
開
会
式
。

片
品
村
で
は
第
四
三
回
大
会
を
開

催
、
今
回
は
二
回
目
に
な
る
。

開
会
に
先
立
ち
片
中
生
全
員
に
よ

る
歓
迎
の
セ
レ
モ
ニ
ー
、
合
唱
と
、
大

き
な
文
字
版
を
使
っ
て
の
、
歓
迎
の

言
葉
、
全
国
か
ら
の
選
手
や
関
係
者

の
大
き
な
感
動
を
呼
ん
だ
よ
う
で
す
。

星
野
賢
二
片
品
村
長
が
「
尾
瀬
や

二
千
米
級
の
山
脈
が
続
く
、
片
品
村

の
大
自
然
の
中
で
力
一
杯
競
技
し

て
、
よ
き
思
い
出
と
、
皆
様
の
つ
な

が
り
の
深
ま
る
こ
と
、
心
よ
り
お
願

い
し
ま
す
」
と
歓
迎
の
言
葉
、
大
き

な
拍
手
が
会
場
を
埋
め
ま
し
た
。

尾
瀬
高
生
徒
の
力
強
い
選
手
宣
誓

で
開
会
式
は
終
り
ま
し
た
。

雪
が
散
ら
つ
く
片
品
で
し
た
が
、

会
場
は
力
強
い
若
人
の
、
熱
気
と
活

気
に
満
ち
て
い
ま
し
た
。

こ
う
し
て
開
会
式
の
後
、
六
日
間

の
日
程
が
無
事
終
了
し
た
の
で
す
が

片
品
村
、
尾
瀬
高
各
関
係
者
の
昼
夜

を
問
わ
ぬ
努
力
で
大
会
運
営
に
当
た

ら
れ
た
こ
と
が
、
感
動
と
感
謝
の
言

葉
と
し
て
マ
ス
コ
ミ
に
大
き
く
報
道

さ
れ
て
、
本
当
に
よ
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。
ご
苦
労
様
で
し
た
。

来
年
は
、
冬
期
ス
キ
ー
国
体
、
村

を
挙
げ
て
、
大
き
な
力
で
の
成
功
、

心
よ
り
願
っ
て
い
ま
す
。

（
広
報
リ
ポ
ー
タ
ー
千
明
政
夫
）

⑫

スキーセット後のスタートバイス

知っていますか？
国民健康保険のこんなこと

★ 学生や仕事の都合で個別の保険証がほし
いとき
学生や仕事の都合で遠くへ行っている人

で、次に該当する場合は個別の保険証を発
行します
・対象となる人
①住所が村外にある修学中の学生
②仕事の都合で遠くへ行っている人
③施設へ入所している人

・持参するもの
国民健康保険証・印鑑・学生は在学証明

書
★ 交通事故でけがをして国民健康保険を使
いたいとき
交通事故などで、第三者から被害を受け

た場合でも、国民健康保険で医療機関にか
かることができます。
交通事故にあったら、すぐに警察に届け

出るとともに、国民健康保険で治療を受け
るときには、必ず「第三者の行為による傷
病届」を提出してください。
・持参するもの
国民健康保険証・印鑑・交通事故証明
書・車検証（写）・自賠責保険証（写）

国保だより�国保だより�

国
保
だ
よ
り�

国
保
だ
よ
り�

詳しい問い合わせ先は
役場保健課まで　1 ５８‐２１１５

（内線232）

全
国
高
校
ス
キ
ー
大
会
開
会
式

片品中学校生徒も合唱で歓迎した

ワックスホットパック

三
　
浦
　
忠
　
志
さ
ん

幡
谷
（
自
営
業
）
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■
予
備
自
衛
官
補

自
衛
隊
未
経
験
の
人
で
予
備
自
衛

官
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

希
望
さ
れ
る
人
を
予
備
自
衛
官
補

と
し
て
採
用
し
、
教
育
訓
練
終
了

後
、
予
備
自
衛
官
と
し
て
採
用
に

な
り
ま
す
。

○
受
付
期
間

平
成
十
七
年
四
月
八
日(

金)

ま
で

○
受
験
資
格

十
八
歳
以
上
三
十
四
歳
未
満
の
者

○
試
験
日

平
成
十
七
年
四
月
十
六
日(

土)

・

十
七
日(

日)

・
十
八
日(

月)

※
三
日
間
の
う
ち
、
い
ず
れ
か
一

日
を
指
定
さ
れ
ま
す
。

■
幹
部
候
補
生

○
受
付
期
間

平
成
十
七
年
四
月
四
日(

月)

〜
五

月
十
三
日(

金)

○
受
験
資
格

・
一
般
、
技
術
幹
部
候
補
生

(

音
楽
・
パ
イ
ロ
ッ
ト
要
員
含
む)

①
二
十
歳
以
上
・
二
十
六
歳
未
満

(

二
十
二
歳
未
満
は
大
卒
者(

見
込

み
含
む))

②
大
学
院
修
士
課
程
修
了
者(

見

自
衛
官
募
集
に
つ
い
て

込
み)
は
、
二
十
八
歳
未
満(

海
上

技
術
幹
部
候
補
生
は
、
理
学
又
は

工
学
課
程
修
了
者
に
限
る)

・
歯
科
・
薬
剤
科
幹
部
候
補
生

①
歯
　
科

専
門
の
大
学
卒(

見
込
み)

で
二
十

歳
以
上
、
三
十
歳
未
満

②
薬
剤
科

専
門
の
大
学
卒(

見
込
み)

で
二
十

歳
以
上
、
二
十
六
歳
未
満
　(

薬

学
修
士
取
得
者
は
、
二
十
八
歳
未

満)

○
試
験
日

・
一
次

五
月
二
十
一
日(

土)

・
二
十
二
日

(

日)

(

二
十
二
日
は
飛
行
要
員
の
み)

・
二
次

六
月
二
十
一
日(

火)

〜
二
十
三
日

(

木)

・
三
次

七
月
二
十
三
日(

土)

〜
八
月
四
日

(

木)

※
詳
し
い
こ
と
は
、
自
衛
隊
沼
田
募

集
事
務
所

1
二
三
―
四
一
一
一
ま
で

第８回 花の駅かるた大会

－出場者募集－

この日は夜９時まで営業

３／25（金）夕方 6：30～

※「団体戦」と「個人戦」を行いますが、両部門の出場は出来ません。

※参加部門の学年は３／２４（木）の時点の学年になります。６年生も参加できます

○日　　時 平成１７年３月２５日（金） 夕方６：３０集合

○場　　所 花の駅・片品「花咲の湯」イベントホール

○出場資格 小学生

○種　　類 上毛かるた　３人１組の団体戦・個人戦

○部　　門 団体戦・個人戦各　低学年（１・２・３年生）高学年（４・５・６年生）

ただし、団体戦の場合はチームの中に繰り上げ参加者がいても可とする

たとえば、高学年に低学年が入るなど

○対戦方法 参加チーム、人数によりトーナメントもしくはリーグ戦

○賞品など 優勝トロフィー・その他豪華賞品　・・・　お楽しみに

○出場申込み ３月２２（火）までに

花の駅まで（２０－７１１１）電話で参加申込みをしてね

○その他 お風呂に入る子は入館料１５０円とお風呂の用意を忘れずに

かる
た大
会参
加者

によ
る

抽選
会で

ＰＳ
Ｐが
当た
る！！

かる
た大
会参
加者

によ
る

抽選
会で

ＰＳ
Ｐが
当た
る！！

かる
た大
会参
加者

によ
る

抽選
会で

ＰＳ
Ｐが
当た
る！！

かる
た大
会参
加者

によ
る

抽選
会で

ＰＳ
Ｐが
当た
る！！

かる
た大
会参
加者

によ
る

抽選
会で

ＰＳ
Ｐが
当た
る！！

かる
た大
会参
加者

によ
る

抽選
会で

ＰＳ
Ｐが
当た
る！！

かる
た大
会参
加者

によ
る

抽選
会で

ＰＳ
Ｐが
当た
る！！

かる
た大
会参
加者

によ
る

抽選
会で

ＰＳ
Ｐが
当た
る！！

かる
た大
会参
加者

によ
る

抽選
会で

ＰＳ
Ｐが
当た
る！！

かる
た大
会参
加者

によ
る

抽選
会で

ＰＳ
Ｐが
当た
る！！

かる
た大
会参
加者

によ
る

抽選
会で

ＰＳ
Ｐが
当た
る！！

かる
た大
会参
加者

によ
る

抽選
会で

ＰＳ
Ｐが
当た
る！！

かる
た大
会参
加者

によ
る

抽選
会で

ＰＳ
Ｐが
当た
る！！

かる
た大
会参
加者

によ
る

抽選
会で

ＰＳ
Ｐが
当た
る！！

かる
た大
会参
加者

によ
る

抽選
会で

ＰＳ
Ｐが
当た
る！！

かる
た大
会参
加者

によ
る

抽選
会で

ＰＳ
Ｐが
当た
る！！

かる
た大
会参
加者

によ
る

抽選
会で

ＰＳ
Ｐが
当た
る！！

第８回 花の駅かるた大会
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昨
年
四
月
に
片
品
村
で
開
催
さ
れ

た
群
馬
県
幹
部
会
議
が
今
年
は
板
倉

町
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

群
馬
県
幹
部
会
議
は
、
知
事
の
施
政

方
針
を
県
幹
部
職
員
に
周
知
徹
底
す

る
目
的
で
、
従
来
、
県
庁
の
あ
る
前

橋
市
内
で
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

県
幹
部
職
員
が
地
域
の
事
情
を
肌
で

感
じ
る
た
め
一
昨
年
か
ら
地
域
開
催

に
切
り
替
わ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
昨
年
か
ら
は
、
県
幹
部
職

員
と
地
域
住
民
と
の
交
流
を
図
る
こ

と
も
開
催
目
的
と
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
今
年
度
は
、
幹
部
会
議
の

日
程
の
中
に
、
知
事
と
利
根
川
上
下

流
地
域
交
流
の
時
間
が
設
け
ら
れ
ま

し
た
。

こ
れ
は
、
同
じ
群
馬
県
に
あ
り
な
が

ら
、
地
理
的
に
遠
く
交
流
の
機
会
が

少
な
い
板
倉
町
と
片
品
村
の
新
し
い

交
流
を
図
ろ
う
と
企
画
さ
れ
た
も
の

で
、
小
寺
知
事
も
出
席
の
予
定
で
す
。

具
体
的
な
交
流
の
内
容
は
ま
だ
決

ま
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
人
の
交
流
・

物
の
交
流
・
情
報
の
交
流
・
い
ろ
い

ろ
な
交
流
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

参
加
を
希
望
す
る
方
、
興
味
の
あ
る

方
は
、
三
月
十
八
日
（
金
）
ま
で
に
、

む
ら
づ
く
り
観
光
課
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

○
期
日

四
月
十
四
日
（
木
）

午
前
十
一
時
〜
午
後
四
時

○
会
場

邑
楽
郡
板
倉
町
立
東
武
公
民
館
・

東
洋
大
学
板
倉
キ
ャ
ン
パ
ス
内
他

●
板
倉
町
っ
て

（
板
倉
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
）

渡
良
瀬
川
と
利
根
川
に
挟
ま
れ
た

三
角
地
帯
に
あ
る
板
倉
町
は
、
低
湿

地
が
広
い
面
積
を
占
め
て
い
る
た

め
、
昔
か
ら
た
び
た
び
洪
水
・
水
害

に
見
舞
わ
れ
、
そ
う
し
た
水
と
の
闘

い
、
克
服
を
通
し
て
発
展
し
て
き
ま

し
た
。
昭
和
二
年
に
第
一
排
水
機
場

の
設
置
以
来
、
乾
田
化
が
進
め
ら
れ
、

群
馬
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
呼
ば
れ
る
ま

で
農
業
を
育
て
て
き
ま
し
た
。
一
方

で
工
業
団
地
の
整
備
や
広
域
道
路
整

備
に
よ
る
都
市
圏
と
の
時
間
距
離
の

短
縮
、
近
年
で
は
大
学
の
設
置
や
東

武
日
光
線
の
新
駅
設
置
、
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
事
業
の
展
開
な
ど
、
積
極
的
な

開
発
に
よ
り
田
園
都
市
と
し
て
の
姿

を
見
せ
て
い
ま
す
。
豊
か
な
自
然
を

保
存
・
活
用
し
つ
つ
、
都
市
機
能
の

充
実
を
め
ざ
し
て
住
み
よ
い
ま
ち
を

め
ざ
し
ま
す
。（

む
ら
づ
く
り
観
光
課
）

尾
瀬
太
鼓
愛
好
会
は
、
平
成
三
年

十
二
月
に
発
足
以
来
、
今
年
で
十
四

年
目
を
迎
え
ま
す
。
現
在
で
は
、
村

内
の
お
祭
り
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
等
に

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
片
品
村
の

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
役
立
っ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
も
増
え
て
舞

台
で
は
人
気
の
的
と
な
っ
て
い
ま

す
。さ

ら
に
、
来
年
開
催
さ
れ
ま
す
第

六
十
一
回
国
民
体
育
大
会
冬
季
大
会

ス
キ
ー
競
技
会
（
尾
瀬
国
体
）
の
開

会
式
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
の
太
鼓

演
奏
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
今
後
も
、
片
品

村
の
活
性
化
と
文
化
の
向
上
を
目
指

し
、
尾
瀬
太
鼓
の
普
及
に
努
め
て
い

く
た
め
に
つ
ぎ
の
と
お
り
会
員
を
募

集
し
ま
す
。

全
身
を
使
っ
て
の
演
奏
は
、
体
力

づ
く
り
、
ま
た
、
太
鼓
の
リ
ズ
ム
は

生
活
の
リ
ズ
ム
を
養
う
こ
と
に
結
び

つ
く
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま

す
。こ

の
機
会
に
和
太
鼓
を
は
じ
め
て

み
ま
せ
ん
か
。
皆
さ
ん
の
入
会
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

板
倉
町
と
の
交
流
会
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

国
税
局
や
税
務
署
に
お
い
て
、
国

税
に
関
す
る
調
査
や
指
導
な
ど
の
事

務
を
行
う
国
税
専
門
官
の
採
用
試
験

を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

《
受
験
資
格
》

一
、
昭
和
五
十
三
年
四
月
二
日
〜
昭

和
五
十
九
年
四
月
一
日
生
ま
れ
の

者
二
、
昭
和
五
十
九
年
四
月
二
日
以
降

生
ま
れ
の
者
で
大
学
を
卒
業
し
た

者
及
び
平
成
十
八
年
三
月
ま
で
に

大
学
を
卒
業
す
る
見
込
み
の
者

《
試
験
の
程
度
》

大
学
卒
業
程
度

《
申
込
受
付
期
間
》

四
月
一
日
（
金
）
〜
四
月
十
五
日

（
金
）

《
問
い
合
わ
せ
先
》

沼
田
税
務
署
・
総
務
課

1
０
２
７
８
‐
２
２
‐
２
１
３
１

国
税
専
門
官
募
集

○
入
会
資
格

村
内
の
小
学
校
一
年
生
以
上
の
方

○
入
会
申
込
み

平
成
十
七
年
三
月
末
日
ま
で
に

役
場
む
ら
づ
く
り
観
光
課
内

尾
瀬
太
鼓
愛
好
会
事
務
局
へ

○
練
習
日

毎
週
月
曜
日
、
午
後
七
時
か
ら
午

後
九
時
ま
で
（
子
ど
も
は
八
時
半
ま

で
）

○
練
習
場
所

片
品
村
文
化
セ
ン
タ
ー

○
お
問
い
合
せ

詳
し
い
こ
と
が
知
り
た
い
方
は
、

む
ら
づ
く
り
観
光
課
内

尾
瀬
太
鼓
愛
好
会
事
務
局

1
五
八
―
二
一
一
二

へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い

（
む
ら
づ
く
り
観
光
課
）

尾
瀬
太
鼓
愛
好
会

会
員
募
集
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自
動
車
税
に
関
す
る

お
知
ら
せ

◆
自
動
車
の
名
義
変
更

住
所
変
更

抹
消
登
録
は
早
め
に
◆

自
動
車
税
は
毎
年
四
月
一
日
現
在

で
群
馬
運
輸
支
局
に
登
録
の
あ
る
自

動
車
の
所
有
者
（
た
だ
し
、
売
主
が

所
有
権
を
保
留
し
て
い
る
場
合
は
買

主
）
課
税
さ
れ
る
税
金
で
す
。

人
に
譲
っ
た
り
、
解
体
し
た
場
合
、

速
や
か
に
登
録
手
続
き
を
し
て
下
さ

い
。
登
録
を
行
わ
な
い
と
自
動
車
税

が
い
つ
ま
で
も
課
税
さ
れ
て
し
ま
い

ま
す
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

◆
お
引
っ
越
し
を
さ
れ
た
方
へ
　
　

§
　
自
動
車
税
　
§
　
◆

お
引
っ
越
し
を
さ
れ
て
、
住
民
票

の
手
続
き
等
も
終
え
、
ホ
ッ
と
な
さ

っ
て
い
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思

い
ま
す
が
、
自
動
車
の
登
録
は
お
済

み
で
す
か
？

毎
年
五
月
、
住
所
を
変
え
た
方
の

中
で
、「
自
動
車
税
の
通
知
が
届
か

な
い
」
と
い
う
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
住
所
や
名
前

が
変
わ
っ
た
場
合
、
自
動
車
の
登
録

内
容
を
変
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
だ
手
続
き
を
行
っ
て
い
な
い
方

は
、
群
馬
運
輸
支
局
（
連
絡
先
1
０

２
７
―
２
６
３
―
４
４
１
２
）
で
手

続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

地
方
消
費
税
の
納
期
限
は
平
成
十
七

年
三
月
三
十
一
日
（
木
）
で
す
。

ま
た
、
振
替
納
税
を
利
用
さ
れ
て

い
る
方
は
、
所
得
税
は
四
月
十
九
日

（
火
）、
消
費
税
は
四
月
二
十
六
日

（
火
）
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
指

定
さ
れ
た
預
金
口
座
の
残
高
を
確
認

し
て
お
い
て
下
さ
い
。

平
成
十
六
年
分
の
確
定
申
告
に
よ

る
所
得
税
の
納
期
限
は
平
成
十
七
年

三
月
十
五
日
（
火
）、
消
費
税
及
び

沼
田
税
務
署
か
ら
の

お
知
ら
せ

納
税
は
納
期
限
に

なでしこの会（ＮＰＯ法人）では、高齢者の
生きがい活動の場『サロン　水芭蕉』を開場します。
今のところ月２回を予定しています。いろいろな活動を通して、自分達

のできる範囲から、自分らしく、健康・生きがい・福祉活動・地域に貢献
を楽しみながら、はじめませんか?

なでしこの会員には送
迎があります。
参加希望者は
事務局

158－3211
までご連絡くだい
会場　鎌田4262

お茶のみ・おしゃべりだけでも　きらっしゃい。
おとこしも暇ならよらっしゃい　近隣町村からもきらっしゃい

若い人もボランティアにきらっしゃい

サロン 水芭蕉！�サロン 水芭蕉！�遊びに来て�くださいね！�
４　月

12日・26日
火曜日

10:00から15:00まで

和紙で作る
チューリップの花と

?????
材料昼食代込み

500円

５　月

10日・24日
火曜日

10:00から15:00まで

片品のおいしいさ
再確認???

材料昼食代込み
500円

���������������������������������������
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浄
化
槽
を
お
使
い
の
方
は
浄
化
槽

法
第
十
一
条
に
基
づ
き
、
通
常
の
保

守
点
検
と
は
別
に
、
毎
年
一
回
、
浄

化
槽
が
正
常
に
機
能
し
、
生
活
排
水

が
適
切
に
処
理
さ
れ
て
い
る
か
ど
う

か
を
検
査
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。今

ま
で
、（
財
）
群
馬
県
環
境
検

査
事
業
団
が
行
っ
て
き
た
こ
の
検
査

に
つ
い
て
、
実
施
率
を
向
上
さ
せ
る

た
め
、
五
十
人
槽
以
下
の
浄
化
槽
に

限
り
現
地
検
査
と
放
流
水
採
取
を
、

普
段
お
宅
に
伺
っ
て
い
る
保
守
点
検

業
者
が
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

▽
実
施
時
期

平
成
十
七
年
四
月
一
日
か
ら

▽
問
い
合
わ
せ
先

沼
田
保
健
福
祉
事
務
所

環
境
グ
ル
ー
プ
（
1
０
２
７
８
・

２
３
・
２
１
８
５
）

浄
化
槽
を
お
使
い
の

皆
様
へ

成
年
後
見
制
度
は
、
記
憶
力
な
ど

に
傷
害
の
あ
る
高
齢
者
、
知
的
障
害

者
、
精
神
障
害
者
な
ど
判
断
能
力
が

不
十
分
と
な
っ
た
方
を
保
護
す
る
た

め
の
制
度
で
す
。

成
年
後
見
人
の
仕
事
は
、
本
人
に

代
わ
っ
て
、
診
療
・
介
護
・
福
祉
サ

ー
ビ
ス
な
ど
の
利
用
契
約
を
結
ん
だ

り
、
預
貯
金
や
不
動
産
の
管
理
を
行

い
、
本
人
の
利
益
を
守
る
こ
と
で
す
。

家
庭
裁
判
所
は
、
成
年
後
見
人
を

選
任
し
、
そ
の
仕
事
の
様
子
に
つ
い

て
監
督
を
行
い
ま
す
。

本
人
の
意
思
を
尊
重
し
、
生
活
状

況
な
ど
に
配
慮
し
な
が
ら
本
人
の
保

護
を
図
る
成
年
後
見
人
の
重
要
性

は
、
今
後
ま
す
ま
す
高
ま
る
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
、
裁
判
所
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（
ｈ
ｔ
ｔ
ｐ：

／
／
ｗ
ｗ
ｗ
･
ｃ

ｏ
ｕ
ｒ
ｔ
ｓ
･
ｇ
ｏ
･
ｊ
ｐ
／
）
の

「
裁
判
所
の
案
内
／
広
報
テ
ー
マ
／

平
成
十
七
年
三
月
」
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

成
年
後
見
人
の
仕
事
に

つ
い
て

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�



笠
原
　
伸
之
　
男
　
綾
　
馬
　
越
　
本

(((((

◆
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
　
一
人

一
月
二
十
日
〜
二
月
十
九
日

り
ょ
う
　
ま

将来どんな人になってほしいですか

くん（H16．３．31生）

坂本健吾・祥子さん（鎌田）のお子さん

命名

和 弥『なごみ』という
響きを先に決めまし
た。そして色々な漢
字の意味を調べ、
「和：穏やか、楽し
い、仲良くなる」
「弥：広がる、ゆき
わたる、引き続く」
という文字を使うこ
とにしました。とて
も気に入っています。

みんなの幸せを願
えるようなやさしい
人になってほしいで
す。

なご み

将来どんな人になってほしいですか

くん（H16．３．１生）

星野芳和・有紀さん（花咲）のお子さん

命名

好誠「こうちゃん」と
呼びたかったので好
誠。漢字はパパが画
数をみながら考えて
くれました。「誠」
を「好む」真っ直ぐ
素直な子になってほ
しいという思いをこ
めてと名付けまし
た。

健康にのびのびと
育ってほしいと思い
ます。人の気持ちが
分かる優しい子自分
の考えをしっかり持
った子。

こうせい

将来どんな人になってほしいですか

ちゃん（H16．３．21生）

笠原康明・潤子さん（越本）のお子さん

命名

寧々「二文字続く名前
がいいかなぁと思っ
ていたある日“ネネ”
ってどう？と思い、
命名の本で調べて画
数などから寧々に決
めました。

明るく健康で誰か
らも好かれる人にな
ってもらいたいで
す。そしてどんな時
でも挫けることな
く、時には周りの人
達を癒すことが出来
る人になってもらい
たいです。
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３月19日（土）沼田脳神経外科

20日（日）利根中央病院

21日（月）利根中央病院

26日（土）月夜野病院

27日（日）内田病院

４月２日（土）国立沼田病院
３日（日）沼田脳神経外科
９日（土）利根中央病院
10日（日）月夜野病院
16日（土）内田病院
17日（日）国立沼田病院

◆休日の病院◆

14

国民健康保険税　 第12期
水　道　料　　２・３月分

納期は３月31日（木）です

今月の�
  納期は�
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■父：正信さん　母：都喜子さん

■職業は何ですか：尾瀬勤労者休暇センター

■趣味は何ですか：スキー・ゴルフ

■片品をどう思いますか？、又、どうしたいですか

：静かでいい村だと思います。とりあえず目先のこと

で片品国体を成功させたいです。

■好きな異性のタイプ：元気のある人が好きですね。
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ん 戸倉（25才）
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